
事業名：「復興水産加工業等販路回復促進事業」 

 

外部有識者委員のコメント 

○風評被害への対応として水産加工業に関する本事業の継続が効果的なものであるか否

かにつき、実施方法や説明の仕方について、もう少し工夫が必要ではないか。 
○事業の成果とアウトカム指標の対応関係が明確でない。また、本事業が対象とするニー

ズが広範にわたるため、ニーズごとに適切な成果測定、客観的なアウトカムの設定が必

要。 
○予算の使途が販路回復のための機器取得に偏っており、次年度以降の予算規模を含め

た事業のあり方を見直すべき。 
○事業の見直しに当たっては、一般会計で実施している事業との競合性についても考慮

すべき。 
○本事業の終期については、現地事業者の意見を参考としつつ慎重に検討願いたい。 
 

外部有識者委員のとりまとめ結果 

  「事業内容の一部改善」  

 

＜とりまとめコメント＞ 

 ○アウトカムについては、ニーズを適切に把握しニーズに合った的確な指標・アウトカム

の設定をする必要がある。 

 〇終期については、事業の効果を検証し、予算規模も含め検討する必要がある。 

 

 

 

 

 

  

・「廃止」         ０名 

・「事業全体の抜本的改善」 １名 

・「事業内容の一部改善」  ４名 

・「現状通り」       １名 



事業名：「中間貯蔵施設の整備等」 

 

外部有識者委員のコメント 

○入札の競争性、公平性を高めるために、やり方や説明の仕方にさらに工夫が必要。 
○契約毎に価格の妥当性の検証を励行願いたい。 
○引き続き事業を強力に推進すべき。 

 

外部有識者委員のとりまとめ結果 

 「事業内容の一部改善」 

 

＜とりまとめコメント＞ 

○入札の競争性、公平性を高めるために、やり方や説明の仕方にさらに工夫が必要である

が、引き続き事業を強力に推進すべき。  
○契約毎に価格の妥当性の検証を励行願いたい。 

 
 
  

・「廃止」         ０名 

・「事業全体の抜本的改善」 ０名 

・「事業内容の一部改善」  ２名 

・「現状通り」       ４名 



事業名：「福島イノベーション・コースト構想推進施設整備等補助金 

（地域復興実用化開発等促進事業）」 

 

外部有識者委員のコメント 

○研究開発の性格上、効果測定やアウトカム指標の設定は難しい面はあるが、説明の仕方

に工夫をされたい。 
 ○事業化件数だけにこだわらず、補助金の投入額と効果の大きさを適切に評価できるよう

な指標を多面的に検討すべき（例えば雇用への寄与、域内人口の増加、特許出願件数等）。 
〇実用化・事業化の成功・失敗の原因を精査した上で、その結果を公表する、活用するな

どの工夫を行い、効果的な事業実施に努めるべき。 
 ○被災地において技術改革や新技術創造を目標とする他事業との競合性に配慮した上で、

効果的な事業になるよう、事業の改善を検討すべき。 
 

外部有識者委員のとりまとめ結果 

  「事業内容の一部改善」 

 

＜とりまとめコメント＞ 

 ○アウトカム指標の設定は難しい面はあるが指標を多面的（雇用への寄与、域内人口の

増加、特許出願件数等）に設定すべき。 

 〇実用化・事業化の成功・失敗の原因を精査した上で、効果的な事業実施に努めるべき。 

 

 

・「廃止」         ０名 

・「事業全体の抜本的改善」 １名 

・「事業内容の一部改善」  ５名 

・「現状通り」       ０名 


